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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・板橋　愼悦様～口唇の乾燥・出血あり、田名部Drよりプロペト処方となっている。また、膀胱留置カテーテル交換行っている。
・神田　直樹様・山本　真智子様～台車→レストランへ変更となっています。
・下村　慶子様～深夜帯にて嘔吐あった件田名部Ｄｒ報告。明日朝まで経管栄養中止、白湯のみ今夕と明朝200mlずつ施行の指示。また、内服は明日朝まで中止の指示あり。
・高橋　紀江様～持参薬を当院処方に切り替え、明日朝より5日分処方となる。
・石黒　理一郎様～持参薬を当院処方に切り替え、今夕より7日分処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。スタッフ対面時、妄想様の発言みられている。表情の硬さや眼光の鋭さ持続。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。スタッフ対面時声高さみられるも、疎通はとれている。主治医への不満訴えみられている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中、他者への干渉あり介入要す。断続的にドア蹴りや奇声みられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中、自室で音楽鑑賞し穏やかに過ごす。スタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～身体拘束中。空腹感訴えている為、口腔ケアスポンジに水を含ませ対応。むせ込み無く吸う事出来ている。声掛けに対する疎通良好。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・高屋敷　良子様～深夜帯にて酸素飽和度98%の為、酸素中止。以降酸素飽和度96%で経過。他バイタルサイン異常無し。
・名久井　光雄様～食事摂取時、むせ込み軽度みられている。スタッフ対応穏やかで易怒性はない。
・坂上　忠三郎様～夜間不眠で経過。食事や内服の拒否は無い。様子を伺うと帰宅要求みられるも、切迫した様子は無い。
・小笠原　正成様～食事や内服の拒否は無い。帰宅要求や易怒性みられず、スタッフ対応穏やか。
・石黒　理一郎様～棟内徘徊みられ、様子伺うと帰宅要求あり。切迫した様子は無い。
　　　　　　　　　
・下村　慶子様～深夜帯にて嘔吐あり。以降嘔吐無いが、嘔気の訴え続いている。水様便排泄続いており、右季肋部痛訴えている。
・夏坂　浩美様～37℃台前半の微熱で経過。他バイタルサイン異常無し。食事は2/3～全量摂取。倦怠感の訴え聞かれ、活気の無さ見られている。
＜安ヶ平Dr診察＞
・野田　敏治様～1/16から定期薬変更なし。
・神田　直樹様～1/16から定期薬オランザピンOD　5ｍｇ→2.5ｍｇへ変更、その他の処方変更なし。作業療法開始指示あり。
・河原木　泰志様～1/16から定期薬バルプロ酸400ｍｇ追加となりその他の処方変更なし。
・藤井　崇史様～1/16から定期薬オランザピンOD　10㎎→5ｍｇへ変更、その他の処方変更なし。
・和田　昌様～1/16から定期薬変更なし。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：小笠原　聖八様（おがさわら　しょうはち）
　生年月日：昭和11年3月27日　82歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：男性

　主治　医：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

50年以上前から飲酒習慣あり。妻への暴言や暴力あり、H10年に離婚している。

平成28年頃から認知症症状や物盗られ妄想が出現。はちのへ西脳神経クリニックでアルツハイマー型認知症の診断を受けていた。同年12月に胃潰瘍穿孔で八戸市民病院外科で手術。翌年4月には胃がんで同院再入院し手術行っている。以後は八戸西脳神経クリニックへ通院していたが、平成30年10月に食事が摂れず歩行も困難な状態になったため八戸市民病院を再度紹介。しかし本人の介護拒否や治療拒否、興奮などが顕著であったため精神科へ紹介され10/12に医療保護入院となった。

今回精神科治療継続と退院後の環境調整目的で当院を紹介され本日初診。H31.1.11長男様同意にて東Cユニットへ医療保護入院となる。

※LT Cプラン、オムツは家族持参
※家族洗濯
※Ｃ型肝炎キャリア
※歩行時ふらつきあり、市民病院にて歩行器使用していた。今後も必要になるようであれば歩行器購入してもいいと（息子様より）。
※胃がんフォローの為定期的に市民病院受診していた。本人拒否強くH30.6月を最後に受診キャンセル。最終受診時点で再発はないとのこと。
※次回1/13息子様来院予定。入院時書類渡してください。
